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1997  COE プロジェクトによる資料収集開始
1998  大学院アジア・アフリカ地域研究研究科（ASAFAS）発足









































タイ語資料  約 18,000点
ベトナム語資料  約 7,000点
ビルマ語資料  約 1,700点
ベンガル語資料  約 1,500点
地図資料   約 30,000枚
人口衛生画像データ 約 3,000シーン
［表1］COEプロジェクト「アジア・アフリカにおける地域編成―原型・変容・転成―」による収集資料点数：平成15年1月末現在
年度 アフリカ 西アジア 南アジア 東南アジア 計
1998　　（H.10）  3,028  5,721  3,181  2,608 14,538 
1999　　（H.11）  2,274  5,803  3,007  3,725 14,809 
2000　　（H.12）  3,230  8,084  3,812  2,412 17,538 
2001　　（H.13）  3,015  4,485  2,250  6,447 16,197 
2002　　（H.14）    625  3,871  1,626  3,565  9,687 
　 計 12,172 27,964 13,876 18,757 72,769 
［表 2］COEプロジェクト収集特殊言語資料：平成 15年 1月末現在
言語名 冊数 言語名 冊数
アラビア語 20,534 ロシア語 233 
ヴェトナム語  5,800 タガログ語 150 
ベンガル語  2,150 現代マレー語 100 
トルコ語  1,845 ゾンカ語  85 
ミャンマー語  1,600 ティグレ語  82 
中国語  1,200 ヒンディ語  40 
  ペルシア語     870   シーサンパンナタイ語  20 
ウルドゥ語     749 ハウサ語  12 
タイ語     520 シリア語  10 
インドネシア語     500 パンパンゴ語  10 
アムハラ語     420 その他  33 
ラオ語     400 　 　


















国 図書刊行数 日刊新聞 備考
種類 発行部数（1,000）1,000人当たり
日本 *56,221 122 72,705 578 *小冊子を除く初版のみ
インドネシア *4,018 69 4,655 23 *学校用教科書。政府刊行物のみ
シンガポール ― 8 1,095 324
タイ 8,142 30 3,800 64
フィリピン *1,507 47 5,700 82 *小冊子を除く
ブルネイ ― 1 21 69
ベトナム ― 10 300 4
マレーシア 5,843 42 3,345 163
ミャンマー ― 5 449 10
出典：総務省統計局・統計研修所『世界の統計 2002』を基に作成
［表 4］日本および東南アジア諸国内における図書館・蔵書数
























































ター所蔵のタイ語コレクション約 1万 8000冊のうち、約 6000冊の書誌情報が入力されている
（http://library.cseas.kyoto-u.ac.jp/cseas/）。このシステムはウェブ上での目録作業が可能であるため、
将来的に他機関との共同運用が可能であり、タイ語文献の総合目録データベースとして機能する
ことが可能である。このタイ語文献目録を基盤に、今後他の特殊文字資料整備を推し進める基盤
としたい。（添付資料参考）
　また、多メディアに関しても、整備・運用の難しさが課題として残る。地域研究関連資料に
は、地図、画像資料はもちろんのこと、ビデオ、DVD、ポスターなど様々な媒体による情報が
考えられる。これらに関しても、ビデオの信号の問題に始まり、目録の取り方など整備・運用上
の課題が多い。
4.今後の展望
　東南アジア研究センターにおける資料収集活動の変遷と方法の報告を中心に、東南アジア諸国
の資料収集・整備に際しての現状と問題点を挙げてきた。今後の課題としては、資料収集に関し
ては、①現地で旬の資料を収集するための人材の確保、②現地での資料収集ネットワーク体制の
構築、③日本国内での分担・協力体制の構築の 3点が挙げられる。一方で資料提供に関しては、
①多言語資料資料入力・検索システムの構築、②現地へ貢献する方法の模索が課題である。特
に、現地への資料提に関しては人材交流も含めて、現地との長期的な関係構築という視点で考え
る時期が来ていることを最後に強調したい。
京都大学東南アジア研究センターにおけるコレクション形成と資料収集活動（北村由美）
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添付資料
＜検索画面＞
＜検索結果―リスト＞
